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◆ 宿泊・施設利用料金

宿泊室
（テント泊） 

研修・訓練室 
※団体あたり 

体育館・講堂 
※団体あたり 

児童・生徒                         １５０円／人     １５０円／時間       ３６０円／時間 

学生・一般      ６２０円／人     ２６０円／人    ３６０円／時間      ７２０円／時間 

※学校等の教育課程に基づく教育活動で利用する場合、予め免除申請書を提出いただければ、高校生以下の児童
　　・生徒の利用料金が免除されます(但し、食事代とシーツ代、薪代は別途必要となります)。 

種類 キャンプ場 

310円／人

どんな施設なの?

なの？

キャンプ場 運動広場

ハイキング・登山コース

社会教育の振興に資することを目的に設置された
施設です。

研修室 宿泊室

浴室 食堂

体育館

自然体験活動 団体宿泊訓練

各種研修 ワークショップ 野外プログラム

スポーツ

天体観測デッキ

講堂

名護市街から 1.6 km

２名以上の団体なら、家族でもサークルでも、企業
や職場の仲間でも誰でも利用できます。

休所日：毎週月曜日 業務時間/８：３０～１７：３０
(月曜日が祝日の場合、その翌日）●　施 設 案 内　●
    

誰でも利用できるの?

何ができるの? どこにあるの?

設備は?

ご予約からご利用までの流れ

①　利用希望日が決まったら、お電話ください。
　　　空き状況を確認します(仮予約)。

②　利用予定日の1ヶ月前までに、申請書 をご送付くださ
　　　い(本予約)。

※

③　利用予定日の2週間前までに、スタッフと打合せや
　　　施設の下見を行います。

④　ご利用当日は、スタッフが適宜研修をサポートいた
　　　します。

※　申請書類一式は当施設HPよりダウンロードしてください。
　　　　            URL　http://ｗｗｗ.opnyc.jp/

new facenew face
名護青少年の家　所長　照屋　厚

名護青少年の家
　事務長高　英昭

　4月から新年度になり、名護青少年の家にも新しいスタッフがやってきました。

趣味

たか　　　　　　　ひで　　あき

新年度スタート新年度スタート
　沖縄美ら島財団が指定管理者として４年目に入ります。「わったー施設」

として、学校教育に限らず、保育園児の宿泊体験、小学生から大学生までの

部活動、趣味を通して集まったサークル、企業研修等、自然の

中の体験活動を通して、仲間との「ふれあい」を深めて戴い

たと思います。

　今年度もユイマール精神を育む「美ら島自然の学び舎」と

して、「また行きたい」と思うような施設を目指し、職員一同、

「おもてなし」の気持ちを込めて、皆さんをお待ちしていま～す。

『ニヘーデービタン』　『またんめんそーりよー』

海と山の自然を愛し、
その食料を体験すること

　青少年育成の拠点として歴史ある施設で働き、皆様と共に学べることを

大変光栄に思います。４月１日の着任以降、１日でも早く戦力として皆さま

のお役に立てるよう、精一杯頑張っている次第です。

　指定管理者である沖縄美ら島財団のノウハウを活用した質の高い体験プロ

グラムの創出と、皆さまのご意見を取り込むことにより魅力向上を図り、

「①日常生活では体験できないやんばるの自然を体感できること」、「②研

修施設として規律ある育成環境を整備すること」、「③安心・安全の環境づ

くり」を目標に掲げ、毎日の業務に当たりたいと思います。

「明るく、楽しく、元気よく」をモットーに皆様との交流を楽しみにしてい

　ます。



クリスマスに園児のクラフトづく
りをお手伝いをしている三浦さん

お箸も自分で削って作る!!

●　事 業 案 内　●

事　業　報　告

自分のピザは自分で作る!!

名護岳ハイキングコースの植物に
樹名板を設置している島袋さん

キッズアドベンチャーキッズアドベンチャーキッズアドベンチャー
　名護青少年の家では3月19日から21日の2泊3日で主催

主事業『キッズアドベンチャー』を開催いたしました。

　この事業は、親元を離れた子供たちだけでテントに

泊まり、夜の登山・火おこし・野外炊飯ではピザづく

りなど、野外活動を中心に行うイベントでした。

　参加者も3日目には疲労の色が見えましたが最後ま

で乗り切り、「森とか入って生き物や植物がいっぱい

いて楽しかった」や「野外炊飯で火のおこし方や日光

を使ってピザの材料をつくれて楽しかった」との感想

をいただきました。

　担当からのコメント
　終了後に子ども達に感想を聞いてみると、「まだ続けたい」「3泊でも1週間でもいい!!」との強気な
感想もあがりましたが、その顔を見れば疲労の色を隠せきれてなく、小学生にとっても過酷なハードだ
ったと思います。その中でも協力しながらやり遂げ、最後に「楽しかった」と感じてもらえたようなの
で、子ども達の力強さを感じることのできる事業でした。　　　　　　　　　　　　　担当　我那覇

事　業　報　告

「ノルディックウォーク講座」「ノルディックウォーク講座」
　3月29日に名護青少年の家では自主事業『ノルディックウォーク講座』を

開催いたしました。

　この事業は近年著しく普及してきているノルディックウォーキングについ

て講義を通して学び、指導者に実践的に正しい歩行を学ぶことで健康増進の

一助をになう目的で年間を通して実施しました。

　当日はあいにくの雨の為、体育館での実施になりま

したが、参加者からは「体育館にて基本を確認しなが

らできて良かった」や「普段は運動不足な為、ウォー

　　　　　　　　　　キングの基礎が学べて良かった」

　　　　　　　　　　等の感想をいただくことができました。

　

いざ、実践!　歩くのみ!!

名護青少年の家

日　時：平成28年4月29日(金）～　5月8日(日)

　　　　9：00～17：00 (最終受付16:30)

場　所：県立名護青少年の家(名護市字名護5511）

参加料：無料

内　容：友人、家族、恋人同士で、グラウンドゴ

　　　　ルフやラダーゲッター等のニュースポー

　　　　ツや、スリッパ飛ばし等の簡単な数種の

　　　　ゲームをプレイして、ゆっくり楽しめる

　　　　イベントです。

対　象：3歳以上　(小学生未満は保護者同伴)

定　員：特になし(期間中は何度でも参加可能)

受　付：期間中随時受付(9：00～16：30）

持ち物：動きやすい服装、雨具(雨天時用)

担当者：専門職員　我那覇

アクティビティ王決定戦!!tri☆
名護青少年の家

アクティビティ王決定戦!!tri☆
親子ふれあいキャンプⅠ

スプリングキャンプ
親子ふれあいキャンプⅠ

スプリングキャンプ
日　時：平成28年5月3日(火・祝）14：00

　　　　　　　　～　5月4日(水・祝) 12:30

場　所：県立名護青少年の家(名護市字名護5511）

参加料：2,000円/人　※大人小人同一料金

内　容：親子でテント宿泊し、火おこし体験や野

　　　　外炊飯等の体験活動、自然観察会などを

　　　　行います。GWに親子のかけがえのない思

　　　　い出づくりはいかがですか?

対　象：親子　※子どもは3歳以上

定　員：約30名　(10家族程度)

受　付：電話受付(8：30～17：30）

　　　　※定員に達し次第受付終了

募　集：平成28年4月12日(火)～4月22日(金)

担当者：専門職員　宮里

まずは基本的な歩き方から！

担当からのコメント
　今年三回目のノルディックウォーキング講座は、幅広い年齢層の方に
ご参加頂き、大変うれしく思います。あいにくの雨となり急きょ体育館
での体験会となってしまいましたが、その分、基礎からじっくり学ぶこ
とが出来たかと思います。次回こそは自然の中を歩きましょう!!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当　狩俣

「名護青少年の家お助け隊」「名護青少年の家お助け隊」「名護青少年の家お助け隊」

ボランティア活動表彰式ボランティア活動表彰式ボランティア活動表彰式
　名護青少年の家では、主催事業「名護青少年の家お

助け隊」の“ボランティア活動表彰式”を3月9日に

行いました。

　この表彰式は“お助け隊”の登録隊員の中でも、年

間の活動を通して名護青少年の家の事業に特に貢献し

ていただいた隊員の功績を称えたものです。

　平成27年度は三浦梢さんと島袋弘光さんの2名が表彰

　　　　　　　　　　されました。

　　　　　　　　　　　このたび表彰された2人は共

　　　　　　　　　　に年間を通して活躍目覚ましく、様々な分野や活動に

　　　　　　　　　　貢献していただきました。お二人とも昨年度に引き続

　　　　　　　　　　き2度目の表彰となりました。島袋さん(左)と三浦さん(右)


